
米
国
の
戦
略
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
文
書

　

２
０
２
１
年
１
月
28
日
未
明
に
行
わ
れ
た
バ
イ
デ

ン
大
統
領
と
菅
総
理
大
臣
と
の
第
１
回
電
話
会
議
に

お
い
て
、
日
米
同
盟
を
強
化
し
「
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
」
実
現
に
向
け
、
緊
密
に
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
正
式
に
確
認
さ
れ
た
。
米
側
で
は
ジ
ェ

イ
ク
・
サ
リ
バ
ン
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐

官
と
対
ア
ジ
ア
政
策
の
要
と
な
る
新
設
の
イ
ン
ド
太

平
洋
調
整
官
ポ
ス
ト
に
就
い
た
カ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ

ル
氏
が
同
席
し
た
。

　

当
初
、
バ
イ
デ
ン
政
権
移
行
チ
ー
ム
内
で
は
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
：Free 

and O
pen Indo-Pacific

）」
と
い
う
用
語
は
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
用
い
た
と
い
う
理
由
で
「
安
定
し
繁

栄
し
た（Stable and Prosperous

）」
と
い
う
表

現
に
変
更
す
る
動
き
も
見
ら
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

末
期
の
１
月
12
日
に
、
２
０
１
８
年
２
月
に
作
成
さ

れ
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
策
文
書
「
イ
ン
ド
太
平
洋

に
関
す
る
米
国
の
戦
略
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
が
、

国
際
協
力
銀
行（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）総
裁

前まえだ
田
匡ただし
史

当
初
の
２
０
４
３
年
ま
で
の
機
密
指
定
が
解
除
さ
れ

て
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
政
策
文
書
の
序
文
解
説
に
お

い
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
国
家
安
全
保
障

担
当
大
統
領
補
佐
官（
当
時
）は
、
こ
の
用
語
を
最
初

に
用
い
た
の
が
安
倍
晋
三
前
総
理
で
あ
り
、
２
０
０

７
年
に
イ
ン
ド
議
会
で
安
倍
総
理（
当
時
）が
行
っ
た

演
説
「
二
つ
の
海
の
交
わ
り
」
で
そ
の
概
念
が
公
表

さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
を
受
け
て
日
本
発
か
つ
日
米
間

で
合
意
形
成
さ
れ
た
、
と
い
う
認
識
を
明
確
に
し
た
。

　

私
見
で
は
我
が
国
に
と
っ
て
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
は
以
下

の
点
で
地
政
学
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
意
味
を
持
つ

と
考
え
る
。

①  

地
理
的
に
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
以
東
を
指
す
東
ア
ジ

ア
や
漠
然
と
し
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
は
な
く
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
以
西
の
イ
ン
ド
洋
を
包
摂
。
我

が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
直
結
す
る
ア

ラ
ビ
ア
半
島
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
繋
が
る
シ
ー
レ

ー
ン
を
包
含
す
る
。

②  

国
際
的
な
ル
ー
ル
に
基
づ
く
諸
原
則
を
包
含
し

て
い
る
。
即
ち
、開
放
性（openness

）、透
明
性

（transparency

）、
経
済
性（econom

ic 
effi

ciency

）、
債
務
持
続
可
能
性（debt 

sustainability

）、
法
令
遵
守（com

pliance 
w

ith law
s and regulations

）な
ど
の
原
則
で

あ
る
。
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
近
く
、
明
確
な

定
義
を
欠
く
中
国
の
「
一
帯
一
路
」
と
の
違
い

は
鮮
明
で
あ
る
。

　

さ
て
、
前
述
の
戦
略
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
文
書
は
、

マ
シ
ュ
ー
・
ポ
ッ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
次
席
大
統
領
補
佐

官（
当
時
）が
主
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ブ
ラ

イ
エ
ン
序
文
解
説
が
公
開
に
あ
た
り
追
加
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
他
の
米
国
の
戦
略
文
書
と
の
関
係
・
位

置
付
け
が
明
確
化
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
米

国
の
対
中
国
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」、「
中
国
に
よ
る

経
済
侵
略
に
対
抗
す
る
米
国
の
戦
略
的
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
」、「
中
国
に
よ
る
国
際
機
関
へ
の
悪
影
響
に
対

抗
す
る
米
国
の
作
戦
行
動
計
画
」
等
の
対
中
国
政
策

を
中
心
と
す
る
個
別
の
政
策
文
書
を
導
く
上
位
概
念

と
し
て
の
指
導
文
書
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
17

年
に
策
定
し
た
国
家
安
全
保
障
戦
略
を
イ
ン
ド
太
平

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」

と
日
米
協
力
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洋
地
域
に
お
い
て
実
践
す
る
た
め
の
中
心
的
戦
略
指

針
と
の
位
置
付
け
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
に
関
す
る
本
戦
略
的
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
文
書
に
は
、
以
下
の
特
徴
を
挙
げ
る

こ
と
が
出
来
る
。

①  

米
国
の
直
面
す
る
戦
略
的
課
題
が
明
確
か
つ
簡

潔
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
朝
鮮
半
島
、

台
湾
問
題
も
明
確
に
含
ま
れ
て
い
る
。

②  

米
国
に
と
っ
て
の
核
心
的
国
益
と
目
標
と
す
る

到
達
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

③  

同
盟
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
連
携
強
化

が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
日
米
豪
の
連
携
を
中
心

に
イ
ン
ド
、
韓
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
連

携
強
化
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
日
米
豪

印
の
４
カ
国
連
携（Q

uad

）に
も
言
及
し
て
い
る
。

④  

中
国
の
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
、
人
工
知
能
、
遺

伝
子
工
学
等
先
端
分
野
に
お
け
る
覇
権
奪
取
の

企
図
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
日
本
の
技
術
ハ
ブ
と

し
て
の
役
割
強
化
を
強
調
し
て
い
る
。

日
米
豪
連
携
の
進
展

　

２
０
１
８
年
11
月
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
を
具
体
的
に
前
に

進
め
る
た
め
に
、
国
際
協
力
銀
行（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）は
、

米
国
海
外
民
間
投
資
公
社（
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）、
豪
外
務
貿

易
省（
Ｄ
Ｆ
Ａ
Ｔ
）お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
輸
出
金

融
保
険
公
社（Efic

）と
の
間
で
三
国
間
業
務
協
力
協

定
を
締
結
し
た
。
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
本
店
に
お
い
て
、
ハ
ガ

テ
ィ
駐
日
米
国
大
使（
当
時
、
現
在
テ
ネ
シ
ー
州
選

出
連
邦
上
院
議
員
）、
コ
ー
ト
駐
日
豪
州
大
使（
当

時
）と
私
の
３
者
で
署
名
式
を
行
っ
た
。

　

米
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
そ
の
後
、
政
府
主
導
の
中
国
に
対

抗
し
、
民
間
部
門
か
ら
の
資
金
動
員
を
能
動
的
に
行

０
万
ド
ル
の
融
資
を
民
間
銀
行
と
折
半
で
実
行
し
た
。

米
国
、
豪
州
も
融
資
及
び
無
償
資
金
協
力
を
行
っ
た
。

ブ
ル
ー
ド
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｂ
Ｄ
Ｎ
）

　

既
述
の
通
り
、
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
が
包
含
す
る
原
則
は
、

２
０
１
９
年
６
月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
に
お

い
て
合
意
さ
れ
た
「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
原
則
」
に

発
展
し
た
。
米
国
が
提
唱
し
た
Ｂ
Ｄ
Ｎ
は
、
こ
の
原

則
を
更
に
精
緻
化
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毎
に
そ
の
実

践
度
を
検
証
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、
Ｇ

20
原
則
を
普
及
、
実
践
、
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
11
月
の
イ
ン
ド
太
平
洋

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
で
、
ク
ラ
ッ
ク
米
国
務

次
官（
当
時
）、
モ
ー
ド
豪
外
務
貿
易
省
副
大
臣（
当

時
）と
私
が
日
米
豪
連
携
の
一
環
と
し
て
発
表
し
た
。

２
０
２
０
年
１
月
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、

日
米
豪
に
加
え
Ｇ
７
の
欧
州
各
国
、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
を

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
招
い
て
第
１
回
ス
テ
ア
リ
ン
グ
委

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ポ
ッ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
次
席
大

統
領
補
佐
官（
当
時
）と
私
が
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
委
員
会
は
さ

ら
に
２
回
開
催
さ
れ
、
認
証
プ
ロ
セ
ス
の
制
度
設
計
、

イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
民
間
資
金
動
員
の
方

策
、
事
務
局
機
能
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
継
続
検

討
し
て
い
る
。
日
米
豪
で
は
意
見
の
収
斂
が
あ
る
程

度
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
Ｇ
７
の
欧
州
各
国
や

Ｅ
Ｕ
委
員
会
と
は
論
点
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
気

候
変
動
問
題
に
も
っ
と
焦
点
を
当
て
る
べ
き
と
の
意

見
も
根
強
く
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
が
気
候
変
動
問

題
を
ト
ッ
プ
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
に
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
こ
の
点
に
さ
ら
に
フ
ォ
ー
カ
ス
が
当
た

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

う
た
め
に
新
開
発
金
融
機
関
設
立
法（Build A

ct

）

に
よ
り
国
際
開
発
庁（
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
）の
一
部
を
統
合

す
る
形
で
、
米
国
国
際
開
発
金
融
公
社（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｆ

Ｃ
）に
改
組
・
設
立
さ
れ
た
。Build A

ct

で
は
、
Ｕ

Ｓ
Ｄ
Ｆ
Ｃ
の
目
的
条
項
に
米
国
の
国
益
を
追
求
す
る

こ
と
が
明
示
的
に
う
た
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
保
険
機
能

が
中
心
で
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
受
け
身
な
機
関
で
あ

っ
た
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
出
資
機
能
が
追
加
さ
れ
、
能
動
的

に
案
件
を
発
掘
・
形
成
す
る
機
関
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

事
業
規
模
も
倍
増
さ
れ
た
。

　

こ
の
業
務
協
力
協
定
に
則
り
、
２
０
２
０
年
末
ま

で
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
６
回
の
ビ
デ
オ
会
議
を
含
む
12

回
の
日
米
豪
関
係
者
協
議
を
行
い
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
パ
ラ
オ
等
に
６
回
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
派
遣
し
た
。
特
に
米
国
か
ら
は
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ｆ

Ｃ
に
加
え
て
、
国
務
省
や
国
家
安
全
保
障
会
議（
Ｎ

Ｓ
Ｃ
）か
ら
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に

イ
ン
ド
太
平
洋
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム（
米
商
工
会

議
所
主
催
）に
お
い
て
、
２
０
１
８
年
の
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
．Ｃ
．、
２
０
１
９
年
の
バ
ン
コ
ク
、
２
０
２
０

年
の
ハ
ノ
イ
と
３
年
続
け
て
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
か
ら
私
を
含

む
役
員
ク
ラ
ス
が
日
米
豪
連
携
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
登
壇
し
た
。

　

日
米
豪
連
携
の
結
果
、
具
体
的
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

が
結
実
し
た
案
件
と
し
て
、
第
１
号
と
な
っ
た
の
は

パ
ラ
オ
海
底
ケ
ー
ブ
ル
支
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
長
約
１
万
７
０
０
０
ｋｍ
で
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
米
国
西
海
岸
を
繋
ぐ
海
底
ケ
ー
ブ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
線
と
し
て
、
パ
ラ
オ
と
を
結
ぶ

全
長
１
１
０
ｋｍ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

は
日
本
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
資
機
材
を
輸
出
す
る
た
め
の
８
０
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